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魚 醤 と ナ レ ズ シ の 名 称

魚の発酵製品の研究(7)

石 毛 直 道*崎 山 理**

An Ethnolinguistic Study of the Nomenclature of 

      Fermented Fish Products in Asia

—A Study of Fermented Aquatic Products  (7)—

Naomichi  ISHIGE and Osamu SAKIYAMA

   This is the seventh in a series of papers that reports the 
results of a comprehensive study of fermented fish products in 

Southeast Asia, focusing especially on a description of the history 
and grouping of names from the ethnolinguistic view point. 

   Aside from East Asia, i.e., Japan, China and Korea, where 
names are mutually unrelated, both in Continental and Insular 
Southeast Asia reconstruction of the history of the diffusion of 
fermented aquatic products is possible acording to their 
nomenclature. 

   In Vietnam, the term  mam indicates gyosho and narezushi, 
and it has had an influence on some local names in Cambodia 
and Thailand. 

   The term prahoc is common in Khmer and Mon languages, 
as a name for the fermented product of fish, and is the oldest 
such term in Southeast Asia. The term phaak, denoting narezushi 
in Khmer, is possibly a cognate. 

   The Thai people, who entered the Mekong and Chao 
Phraya valleys used the pla-ra, and Burmese, who entered into 
the area of Mon people, used term ngapi for gyosho, which, in 
turn, expanded as the term kapi, for shiokara paste, in Thailand 
and Cambodia. 

    In  the. Austronesian sphere, the terms *petis, *budu, *bacan, 
*kasam are Proto-Hesperonesian forms for fermented fish products.

*国 立民族学博物館第4研 究部

**国 立民族学博物館第5研 究部
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Among them *petis and *budu are older, when their distribution 
from the Malay Peninsula to the Philippines is considered. 
The former term denotes fish or shrimp sauce as a food, and 
the latter term souse or preservation as form of food processing. 
We suppose that these two words are differentiated in their 
meanings. That the Proto-Austronesian derivative  *m-asin 

 `salty'
, occurs in Javanese for narezushi, and in Cham for fish 

sauce, leads to the supposition that the Proto-Austronesian peo-

ples lacked familiality with gyosho. The Javanese term  terasi 
for shrimp paste is widespread under the influence of the past 
Majapahit Empire. 

   The fermented products newly developed made their way 
through *petis and *budu, with the names  *baean for shrimp 

paste, or  *kasam for narezushi. But in the Philippines existing 
words, like burong  isda?, literally 'preserved food of fish were 
utilized to express narezushi. 

   Finally, the Balinese term sera, denoting shrimp paste, 
which  originates from the  Proto-Auston.esian. *sira[h]  'salt', 
implies that in Bali the transfer of seasoning occurred earlier.
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は じ め に

　1982年以来,石 毛 と本館助教授のケネス ・ラドルは 「魚醤の総合的研究」という研

究課題で,ア ジアにおける魚介類の発酵製品にかんする調査をおこなってきた。その

成果を本誌 に発表 したものには,第1論 文 「東アジァの魚醤」[石 毛　 1986],第2論

文 「東 ア ジア ・東 南ア ジア の ナ レズシ」[石 毛　 1987],第3論 文
"The Supply of

 Marin Fish Species for Fermentation in Southeast  Asia"  [RUDDLE 1986]

論文

第4
"The Ecological Basis for Fish Fermentation in Freshwater Environment of

Continental Southeast Asia: with Special Reference to Bruma and Kampuchea"

[RuDDLE　 1987],第5論 文 「東南 アジアの魚 醤」[石 毛 ・ラ ドル　 1987],第6論 文

「魚醤 の 化学分析 と 『うま味』の 文化圏」[水 谷 ・君塚 ・ラ ドル ・石毛 　1988]が あ

る。 この一連 の魚醤 とナ レズ シに関す る報告 の第7報 に,本 論文は位置づけ られ るも

のであ る。

　 この論文の研究対象である魚醤 とは,魚 介類 小エビを原料として塩をくわえるこ

とによって腐敗を防止 しながら,発 酵,保 存 し,主 として原料にふ くまれる酵素の作

用によって筋肉の一部,あ るいは大部分が溶けて構成要素のア ミノ酸に分解 した一群

の食品である。 魚醤 の主要 なものには,① 塩辛,② 塩辛ペース ト,③ 魚醤油,

④ 小エビ塩辛ペース ト,⑤ 小エビ醤油がある。

　①　塩辛は魚介類に塩を混ぜて発酵 ・熟成させたものであるが,こ こでは魚醤のな

かでも,原 料の魚介類の形状が最終製品にいくぶんなりとものこっている製品をさし

ている。②　塩辛ペース トとは,塩 辛の製造過程で,原 料をすりつぶ したり,つ きつ

ぶ して,ペ ース ト状に加工 した塩辛のことである。ペース ト状なので,溶 けやすく,

味噌のように料理に利用することもできる。③ 魚醤油 とは塩辛を長期間発酵させて,

原料のほとんどの部分をどろどろに分解させてしまい,そ の液体部分だけをとりだ し

て調味料とするものであり,わ が国の秋田のショッッルも魚醤油である。④ 小エビ

塩辛ペース トとは,わ が国のアミのように小さなエビを原料としてつ くった塩辛ペー

ス トであり,東 南アジァ各地で重要な調味料として使用される。⑤　小エビ醤油 とは

小エビを原料 としてつ くった魚醤油である。

　 これらの魚醤が東アジア,東 南アジァの各地に分布 し,と くに東南アジァでは基本

的な副食物,調 味料 として食生活に重要な地位をしめていることは一連の論文で報告

したところである。
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　 もう1種 類,東 アジア,東 南アジァにおける重要な魚の発酵性食品に,⑥ 　ナレズ

シがある。ナレズシとは,塩 を した魚介類 に,加 熱 した澱粉(ふ つう米飯)を くわえ

て長期聞発酵させた保存食品である。乳酸発酵をするので,酸 い味がある。わが国の

琵琶湖のフナズシもナレズシの一種である。

　 このような魚醤 とナレズシの各地における名称を比較検討 して,民 族学 と言語学の

両方の立場から,魚 醤 とナレズシの分布,伝 播にかんするてがかりをえられないかど

うかを論 じるのが,こ の論文の目的である。名称の資料としては石毛,ラ ドルが各地

で採集 した語彙のほかに,崎 山が各種の辞書類か ら調査 した語彙を使用 している。そ

れ らの辞書の リス トは論文末尾に付 してある。

　 この論文では,名 称 についてのみとりあつかい,そ の名称で しめされる魚醤やナレ

ズシの製法,利 用法,歴 史的記載などについてはほとんど書かれていない。すでに,

一連の論文で報告ずみのことであるからである。これ らの事柄については,東 アジァ

の魚醤について報告 した第1論 文[石 毛　1986],東 アジァと東南アジァのナレズシ

についての第2論 文[石 毛　1987],東 南アジアの魚醤についての第5論 文[石 毛 ・

ラドル　1987]を 参照されたい。

1.東 ア ジ ア

1.日 本

1)　塩　辛

　塩辛類 と考え られ る製品が文字記録 に初 出す るのは,藤 原京(694-・710)跡 出 土の

木簡 の卿醢 で ある。 その後,醢 の文字 は 『令 義解』,『延喜式』 などの古代の文献 にあ

らわれ る[石 毛　 1986:12-13]。 『和 名類聚紗』(931--938)で は醢 の音 はカイ,訓 で

は シシヒシホと記 し,こ れを 「肉醤也」 と説 明 している。 したがって,木 簡の鱒醢 は

フナノ シシヒシホ,あ るいは シシを略 して フナノ ヒシホ と読ん だ もの とかん がえ られ

る。 また,『 延 喜式』 にあ らわれ る塩辛 状の食品 として鯛醤,鯖 醤 があるが,こ れ は

タイノ ヒシホ,サ バ ノ ヒシホと訓 じた ものであ ろう。 『和 名類聚妙 』 で は醤 を ヒシホ

と訓 じ,「 豆醢也」 と して いる。 こうしてみ ると,ペ ース ト状 にな った発酵食 品を一

般 に ヒシホ といい,普 通 にもちい られ た穀 醤であ るヒシホ と区別 す るため に,シ シと

か,原 料魚 の名称 を付 した もので ある。

　塩 辛 とい うことばは,『 今昔物語集』(12世 紀 初頭)巻28,越 前守為 盛付六衛 官人語

第五 に 「鰺 ノ塩辛」 と記 されているのが初 出で ある。ただ し,こ れを名詞ではな く形
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容詞 と解釈 した場合,「 鰺 ノ塩辛 キ」 と読 む ことがで きる。 食 品名 と して確実 な例 と

しては,1603年 の 『日葡辞書』 にr魚 の腸 や卵巣 などを塩漬 に した もの」 という解説

が付 されたXiuocaraと い う語 が収録 されてい るのがあげ られる[土 井 ・森 田 ・長南

1980:784]。

　?鑛 と書 いてナ シモノ と読 ませ るのは1621～23年 頃 に成立 した仮名草子の 『竹斎』

が初出のよ うであるが,鱗 夷の文字 はのちにのべ る 『斉 民要 術』 にあ る漢の武帝 の故

事か らとった ものであ る。 い っぽ う,ナ シモノ とい うこ とばの語源 は魚塩物か らきて

いる,と い う。

　 歴史的文献 をはなれて,方 言 をあげてみよ う。沖縄で は塩辛を カラス,あ るいはカ

ラスグ ワー とい う。 グ ワーは愛称 をあ らわす接尾辞で ある。奄美大島ではカ ラシュと

いうが,『 奄美方言分類辞典』[長 田 ・須 山　 1977]に よ れ ば,カ ラは辛,シ ュは シ

ホ(塩)に 由来 するとい う。 そ うす ると,カ ラシュ,カ ラス は塩辛をひ っくりかえ し

た 「辛塩」 に語源 を もつ ことばとい うことにな る。

　第1論 文で のべ たよ うに,伊 豆諸島の青ケ島で は塩辛を シュウデ というが,そ の語

源 は不 明で ある。 明治10年 に青ケ島副戸長 が県令 に提 出した 『物産取調書』 に,鰹 塩

梅 とい うこ とばがあ らわれる[青 ケ島村 教育委員会 ・青 ケ島村勢要覧編纂委員会(編)

1984:345]。1796年 に代官 が八丈 島を視 察 した さいの記録 であ る 『七 島 日記』 に,ヱ

ンバイな るものが記 され ている。その記事 を大 間知篤三 の著書 か ら引用 する と,「此ヱ

ンバ イ といふ は,か つ を,も ろあ じ,さ めな ど,い ろいろの魚 のか しらは らわたを,

ウ シホにつ けて貯置た るや。是 をみそ,し ょうゆ うもお とらぬ,う ま き物 とす」 とあ

り,塩 辛で あるこ とがわか る[大 間知　 1951:18]。 た だ し,青 ケ島で も八丈 島で も,

ヱ ンバ イな ることばを知 るものは現在 ではいな く,死 語 にな っている1)。

　東北地方で は塩辛を キ リコ ミ,キ リゴ ミとい うが,こ れは魚 肉を切 り込んで漬け る

こ とか らで たこ とばで あろう。

2)　魚醤油

　明治時代の各地 におけ る魚醤油 の名称 には,イ カナゴ醤油,イ ワ シ醤油,ヒ シコの

醤油,サ バ ワタ(腸)醤 油,イ カワタ(腸)醤 油 といったふ うに原料名 に醤 油を付 し

た製品がおおい。 ただ し,こ れ らの製品 は現在 は消滅 して しま い,秋 田の ショッッル

と能登半 島のイ シ リが残存 するにす ぎない。

　 『日本 国語大辞典』 は ショッッル の見 出 し語 の漢字 に塩汁をあて,語 源 として寺西

1)伊 豆 大 島 で は,ム ロ ア ジの塩 辛(シ ョ ッカ ラ)の 上 澄 み液 を シ ョ ッチ ル と い い,こ れ を調 味

料 と して つ く った汁 を エ ンバ イ汁 とい う[渡 辺 ・本 橋 　 1988:299-300]。
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五郎の説 を引用 して 「塩 ヒルまたは ヒシオ シル の転か」 とのべて いる。1797年 刊 行 の

『本朝食鑑』では イワシを原料 と した魚醤 油を 「醤汁を造 り…… これは鰯 汁 とい う」

とのべて いる。 この醤 汁は ヒシオ シル と読 む もので あろう。

　能登半島での魚醤油の名称 は地方 によ ってす こしずつ ことな り,イ シ リ,イ シル,

エ シ リ,エ シル,ヨ シル,ヨ シ リとよばれる。 その語源 につ いての考察例は知 らな い。

あるいはイヲ(魚)シ ル(汁)が なま った もので あろ うか。

　第1論 文でのべたよ うに,『 本朝食 鑑』 以前の文献 には魚醤油 は記載 されていない。

3)　 ナ レズ シ

　ナレズシ(馴鮓,熟 鮮,馴 鮨,熟 鮨)と いうことばは室町時代以来スシつ くりが簡

便化 して,ナ マナレ,半 ナレ,早 ズシ,握 りズシなどがでてくることによって,区 別

するためにできたことばであり,も ともとはスシといえばナレズシのことであった。

　鮮,鮨 の2と おりの漢字をあてることは,8世 紀の 『養老令』や平城京出土の木簡

にすでにあらわれる。 『令集解』の註によれば,こ の2つ の漢字はおなじ意味をあ ら

わすものとされる。寿司は近代になってからの当て字である。

　いくつかの語源説があるが,乳 酸発酵をした酸味のある食品なので,形 容詞 「酸 し」

か らでたことばであるというのがいちばん説得力をもつ。

2.朝 鮮 半 島

1)塩 辛

　朝鮮半島では塩辛類の総称をジョッカル 夷せ,あ るいは略 してジョッ夷 という。

漢字で記すときには,伝 統的に醢の文字が使用されてきた。韓国における食物史の第

一人者である李盛雨教授の教示によれば,『名物記略』 に 「醢胡俗言萢刈転唄云」と

の記載があるとのことである。すなわち,醢 を朝鮮語ではへというが,醢 を俗にジュ

ともいう。ジュが転 じてジョッというようになった,と いう説である。

　韓国の食物史家たちは,『三国史記』の 「新羅本記」の神文王が夫人をめとるさいの

贈 り物の記事(683年)に あらわれる醢 という文字を醢の誤記 と解釈 して,こ れを朝

鮮半島における塩辛の初出とする。「幣吊十五墾米酒油蜜醤鼓哺醢一百三十五墾……」

とある くだりである。 ここにあらわれる醢 はサカズキを しめす文字であり,食 品をな

らべたてたこの贈 り物の記事の前後の文章か らすると,サ カズキよりも塩辛 とするほ

うが解釈 しやすいが,積 極的に誤記としなければな らない理由も,ま た,な い。 『三

国史記』の活字本はすべて醢の文字になっている。ねんのため宮内庁書陵部主任研究
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官の林左馬衛氏に書陵部蔵の 『三国史記』 と 『宣撰三国史記』の2写 本にあたってい

ただいたが,い ずれも醢ではな く醢の文字になっていたとのことである。また,お な

じような字体で誤記 しやすい文字に,酢 の一種を しめす醢があることにも留意する必

要がある。

　 『世宗実録』巻44の 明使に食物を献 じる記事に魚が出現するなど,李 朝になると確

実に,塩 辛を意味する文字 としての醢が文献にあ らわれる。

2)　 ナ レズ シ

　 朝鮮半島では ナ レズ シを シ ッへ(シ ッケ)と い う。 これに漢字 をあてはめるさいは

食醢 あるいは食醢 と書 く。第2論 文でのべたよ うに,朝 鮮半 島で ナ レズシをつ くるの

は,東 海岸ぞ いの威 鏡道,江 原道,慶 尚道 の非稲作地帯で ある。古代か ら稲作の発達

して きた半島南部 と黄海 にのぞむ平野部にはナ レズ シがな く,そ の地帯では シ ッへ と

いえば甘酒の こ とであ る。

　 李盛雨の 『韓国食品文化史』 のなか にナ レズ シの名称 についての論考が記 されて い

る[李 　 1984:136-140]。 そ れ によ ると,1527年 の 『訓蒙 字会』 に醢 は酢,醢 は塩

辛(肉 醤),酢 は塩辛(俗 称:魚 鮮)と あ るので,当 時ナ レズ シは存在 してお り,鮮

と表記 されていたが,シ ッへ　食醢 という名称 はなか ったで あろう,と い う。

　 その後,1682年 の 『訳語類解』で は醢 は甘酒の ことと記 されて おり,1807年 の 『才

物語』では鮮は食醢 とされて いる。

　 また,1600年 代 の 『酒方文』 と 『要録』 に食醢 とい う語 がで て くることか らお しは

かつて,こ の時代 には シッへ とい うことばが文献 にあ らわれ るようにな った という。

しか しなが ら,『 酒方文』で は食醢を食醢 であ ると してお り,1740年 代 の 『護 聞事説』

では甘酒を食醢 であ ると している。 すなわ ち,食 醢 と記すか,食 醢 と記すかの表記上

の混乱 と,塩 辛 をさすか,甘 酒 をさすかの意味上の混乱が生 じて いたのであ る。 この

混同は現在 まで もち こされてお り,シ ッへといえ ば甘酒を しめす地帯 とナ レズ シとす

る地帯 がある ことはさきにのべ た。ハ ングルで表記す ると,食 醢 は剤胡 シッケ,食 醢

は司司 シッへ となるが,音 がちかいために混同 されて いる。一連の論文 でカタカナ表

記 のさい シッへ と記 して きたので,こ の論文で もそれ に したが っている。

　 このよ うな混乱 が生 じた理 由につ いては李盛雨の考証を引用 して第2論 文で のべ て

い るが,李 の説 を要約すれ ば,ナ レズ シは醢(塩 辛)に 食(朝 鮮半島で は飯 を食 と記

す)を くわえたものだ か ら,食 醢 と表記す るのが漢字本来 の意味をただ しくしめす も

のである,と い う。朝鮮半島の ナ レズシは発酵スタ ータ ーとして麦芽 を利用す るのが
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特色であるが,ナ レズシの材料のなかか ら魚と塩をとりのぞいた,麦 芽 と加熱 した穀

物に大量の水を くわえてつ くった食品が甘酒である。これにユズ,ザ クロの酸味料を

いれて飲むことがおこなわれる。醢の文字の漢字本来の意味は酢,あ るいは酸っぱい

酒のことである。 したがって,甘 酒 としての シッへは食醸 と表記するのがただしいが,

製法の類似性か ら,発 音のつうじる食醢 との混同がおこなわれたのである。

3.中 国

1)塩 辛 と醢,〈 魚醤 〉

　現代の中国で,塩 辛はほとんど知られていない食品である。たとえば,手 元にある

商務印書館の 『日漢辞典』で 「しおから」の項をひくと 「醗戯的魚,肉,貝,鶏 卵,

腸等(酒 菜)」 とあり,一 般 に通用する塩辛に相当する中国語がなさそうであること

がわかる。山東省の渤海湾沿岸では塩辛を魚醤 とよぶ。広東省の湛江では鹸魚という

小魚名の塩辛があり,台 湾の福建系の漢族 と客家人のあいだでは塩辛の総称をケェー

(鮭),あ るいはキャム ・ケェー(鹸 鮭)と いうが,こ れ らは地方的に限定されている

食品であり,そ の地方以外には知 られていない[石 毛　1986:27-29]。 第1論 文での

べたように,清 代になると塩辛類やナレズシなどの魚を生食する習慣が漢族のあいだ

か ら消滅し,忘 れ られた食品となったことによる。

　歴史的には塩辛類は,醢,あ るいは魚醤とよばれていた。一般名称 としての魚醤と

区別するために,こ の一連の論文では,中 国の歴史的な魚醤はく魚醤 〉と表記するこ

とにしている。醢やく魚醤〉は魚に塩をくわえてつ くった単純な塩辛ではなく,コ ウ

ジ,香 辛料,酒 をもいれて製造 した食品である。おなじ文字でありながら,朝 鮮半島

や日本では,ふ つう醢の文字で塩 と魚だけでつ くった単純な塩辛を しめすのとはこと

なっている。

　醢の文字の初出は,戦 国時代末に成立したといわれる 『周礼』醢人である。それに

よれば,骨 を とりさった肉にアワのコウジと塩を混ぜ,酒 に漬けて,カ メのなかに密

閉 して発酵させたものが醢であり,魚 を原料とするものを魚醢とよんでいる。紀元前

5～3世 紀に成立 した 『爾雅』釈器には 「魚謂鮨,肉 謂醢」 とある。また,1世 紀末

から2世 紀初頭の 『説文解字』では 「鮨,魚 賠醤也,出 蜀中」 とある。すなわち,鮨

はブタの醤 とおなじものを魚でつ くったものであり,四 川省の産物であるとのべてい

る。 こうしてみると,鮨 はスシではな く,魚 醢,す なわち塩辛の一種をしめす名称で

あった。 ところが,篠 田統が考証 しているように,三 国時代になると中国でも文字の

混同がおこり,本 来は塩辛であるべ き鮨の文字がナレズシである鮮 とおなじ意味に使
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用されることになった[篠 田　 1966:136]。

　醤の文字 は 『周礼』 にもあらわれる。 『周礼』 に2世 紀末 に鄭玄 の付 した註には

「醤,謂 醢醢也」とあり,醢 のほかに酢の一種 もそのカテゴリーにふ くめている。 孔

子が 「その醤を得ざれば食わず」といったさいの醤は,食 品にマッチした調味料,す

なわち現在風にいえばソースの類をさすと解釈 されるであろうが,そ の主体は肉や魚

の塩辛であったと推定 される。 『説文解字』では 「醤,醢 醢也」とあり,醢 と醤がお

なじものであるとされる。漢代 に穀醤が成立すると,区 別のために塩辛系の醤は,肉

醤,〈 魚醤〉と記されるようになる。その後,中 国の歴史的文献に醢の文字ものこる

が,む しろ肉醤,〈 魚醤〉と表記 されることがふつうとなる。

　 日本にも文字の伝わった鰹鱗 とは魚腸 に塩をまぜてつ くる塩辛で,『 斉民要術』 の

註に,漢 の武帝が夷を逐い海辺にいたると漁師が抗中に魚腸をいれた食品をつ くって

いるのを発見 した,と いう故事にもとつ く名称である。

　ほかに中国の古字で塩辛類を しめすことばには艇がある。また,漬 け物をしめす蓋

が塩辛の意味にももちいられる。カニの塩辛を古典では蛤 という。肋は煮た肉,干 し

肉を原料 としてつ くった塩辛である。

2)蝦 醤 と蝦油

　小 エビ塩辛ペ ース トを蝦醤 とい う。　 『斉民要術』 に蝦醤 の文字 があ らわれ るが,こ

れ は塩辛の一種 と しての小エ ビ塩辛 ペ ース トで はな く,実 態 はナ レズ シであ ることは

第1論 文で のべた[石 毛1986:321。 現 在 の小 エ ビ塩辛 ペース トとおな じものを蝦

醤 と表記 して いる例 は,1700年 の 『広東新語』 にあ らわれ る。蝦醤 の液体部分を抽出

したものを,現 在の広東省,福 建省,山 東省 では蝦油 とい う。

3)魚 醤油

　現代中国の百科辞典である 『辞海』では項 目の見出しに魚醤油の名称を使用 してい

るが,一 般 には魚露の名称で知 られ,福 建省では鯖油 といわれる。中国の古典 にはこ

れ らの名称や製品の記載のないことは第1論 文でのべている[石 毛　 1986:35]。 広

西チワン族 自治区の トンキン湾 に接 した地方 の京族(ベ トナムの主要民族であるキ

ン族)は ベ トナムの魚醤油であるニョク ・マムをつ くるが,こ れは漢字では総汁 と表

記される[莫 悉(編)　 1984:346-347]。

4)　 ナ レズ シ

ナレズシの記載 の初 出は後漢になってからで,篠 田統がそのことを考証 している
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[篠 田　 1952,1957]。 す なわち 『説文解字』 に 「薫,蔵 魚也。 南方謂之鱈 。 北方謂

之薫」(蕉 は魚 を貯蔵 した もので ある。南方では これを鯖 といい,北 方で は薫 とい う)

とあるのが,ナ レズ シのは じめての記載 であ る。 のちに鮮の文字が もっぱ ら使用 され

るよ うになるが,鮭 は蕉,鮭 の俗字 である。鮨 の文字 につ いてはすで にのべた。現在

の漢族 のあいだで は,ナ レズ シは忘 れ られた食品 となって いる。

　現在で もナ レズ シを製造 する南西 中国の少数民族の名称 と しては,貴 州省驚東 南苗

族伺 族 自治州の ミャオ族 がザ シュ ウ[佐 々木1981:222-224],台 湾 の アタヤル族

がテ ンマ メヤン,テ ンモア ン,タ テ ンモア ン[台 湾総督 府番族 調査会　 1920:88],

台 湾 のサイ シャ ッ ト族 がパ ウサカバ ダイ[臨 時台湾 旧慣調査会　 1917:62]と よ ぶ こ

とが報告 され ている。

皿.東 南 ア ジ ア大 陸部 　 非 オ ー ス トロネ シ ア諸 語

1.1)RAHOC系

　カ ンボジアで塩辛 や塩辛 ペース トをprahocと ロ ーマ字表記 され るのを とって,こ

の グル ープをPRAHoc系 と名づ けてお く。表1に み るように,イ ン ドシナ半 島のカ ン

ボ ジア,タ イの一部,ビ ルマ のモ ン語で,塩 辛 と塩辛ペ ース ト,あ るいは魚醤 の総称

として使 用される名称で ある。 この系統の名称はモ ン ・クメール語 に由来 するもの と

かんがえ られ る。 イ ン ドシナ半島 にビルマ系,タ イ系の民族 が侵入 する以前 に,モ ン

・クメ ール語で この系統の こ とばが魚醤一般を しめす名称 と して もちい られていた と

推定す ることができる。

2.KAPI(NGAPI)系

　 ビルマで は魚醤 の 総称 と してnggpiの 語 を もちい,バ ングラデシュのチ ッタ ゴ ン

丘 陵 に 分布 す るラキア ン族 などの ビルマ系 の少 数 民族 は,小 エビ 塩 辛 ペ ース トを

napiと い う。 ただ し,バ ングラデ シュの ビルマ系少数 民族 は小 エ ビ塩辛 ペース ト以

外の魚醤 を使 用せ ず・それ はビルマ に由来 す るものなので,naPlは ビノレマ語 のnggP1

が転 じた ことばである とかん がえて よい。 カ ンボジアの クメ ール語 では小 エ ビ塩辛 ペ

ース トに特定 した名称で あ り
,タ イで もおな じ意味で もちいられ る。

　 タイでは プーマ4世(在 位1851-68)が,小 エ ビ塩辛 ペース トを 人民 が ビル マ語

を もちいてngapi,　 kapiと 称 す るのを禁 じて,　yaa-khooi「 エ ビ薄皮」 とよぶ よ う布

告をだ した[冨 田　 1987:153]と い う。KAPI(NGAPI)系 の ことばはビルマ語 が起源
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表1東 南アジア大陸部(非 オース トロネシア諸語)の 魚醤とナレズシの名称

名 称 言語名 製品の種類 地 域 出 典

PRAHOC系

P-ho? 

 proohok 

pharok 
 harok 

phaak 
 rophraa2

Khmer(Surin)

Khmer

Mon(文 語)

Mon(口 語)

Khmer

Khmer(Kui)

塩辛

塩辛、塩辛ペース ト

魚醤の総称

魚醤の総称

ナレズシ

塩辛

タイ

カ ンボ ジア

ピルマ

ビルマ

カ ンボ ジア

タイ

Chantrupanth

Headley、 阪本

Halliday

Shorto

石毛 ・ラ ドル

Thongkum

KAPI(NGAPD系

 kaapi2 

 kapli 
 ngapi 

napi

Khmer 

Thai 

Burmese 

Rakhian

小エビ塩辛ペースト

小エビ塩辛ペースト

魚醤の総称

小エビ塩辛べ一ス ト

カ ンボ ジア

タイ

ビルマ

バ ング ラデシュ

阪本

冨 田

原田 ・大野

石毛 ・ラ ドル

PLA-RA系

 plaa•raa 

pa daek 

pa daek 

paa  dii  k 

pa ha 

pa chom 

paa  c5-im

Thai(中 部)

Thai(東 北)

Laotian

Laotian

Thai(北)

Thai(東 北)

Laotian

塩辛

塩辛

塩辛

塩辛

塩辛

塩辛の一種

塩辛(塩蔵魚)

中部タイ

東北タイ

ラオス

ラオス

北タイ

東北タイ

ラオス

冨 田

石毛 ・ラ ドル

石毛 ・ラ ドル

Reinhorn

石毛 ・ラ ドル

石毛 ・ラ ドル

Reinhorn

MAM系

 mam 
 mam chua 

 mam  ruoc 
mam ruok 

 mam  Wm 
 nu'o'c  mam 
 nu'O'c  mam  tom chat 

 mam  tom chua 
tea  mam 

 mam 
mam 

pa  mam

Vietnamese 

Vietnamese 

Vietnamese 

Khmer 

Vietnamese 

Vietnamese 
Vietnamese 

Vietnamese 

Sedang 
Khmer

Thai(東 北)

Thai(東 北)

魚の発酵製品の総称

塩辛の一種

小エビ塩辛ペースト

小エビ塩辛ペースト

小エビ塩辛ペースト

魚醤油

小エビ醤油

エビのナレズシ

魚醤油

塩辛の一種

牛肉のナレズシ

ナレズシの一種

ベ トナム

ベ トナム

ベ トナム

カンポジア

ベ トナム

ベ トナム

ベ トナム

ベ トナム

ベ トナム

カンボジア

東北タイ

東北タイ

石毛 ・ラ ドル

石毛 ・ラ ドル

石毛 ・ラ ドル

石毛 ・ラ ドル

石毛 ・ラ ドル

石毛 ・ラ ドル

石毛 ・ラ ドル

石毛 ・ラ ドル

Smith

石毛 ・ラ ドル

石毛 ・ラ ドル

石毛 ・ラ ドル

「魚の水」とい う意味の系

 nu'Vc  man 
 nam plaa 

 talk  trai 

tea  mdm 

nganpyaye 
bazun-nganpyaye

Vietnamese 
Thai 

Khmer 

Sedang 
Burmese 

Burmese

魚醤油

魚醤油

魚醤油

魚醤油

魚醤油

小エビ醤油

ベ トナム

タイ

カンボジア

ペ トナム

ビルマ

ビルマ

石毛 ・ラ ドル

冨 田

阪本

Smith

原田 ・大野

原 田 ・大野

「塩辛類の水」とい う意味の系

nam pa daek 

nam pa daek 
 nam paa  deg  k 

nam pa ha 

 dgk kuih  pharAk 

daik  kali  harok 
 ngm  kapT7 

dac  mle7rbc

Thai(東 北)

Laotian

Laotian

Thai(北)

Mom(文 語)

Mon(口 語)

Thai

Mon(方 言)

塩辛汁

塩辛汁

塩辛汁

塩辛汁

魚醤油

魚醤油
ノ」・エビ醤油

魚醤油

東北 タイ

ラオス

ラオス

北 タイ

ビルマ

ビルマ

タイ

中部 タイ

石毛 ・ラ ドル

石毛 ・ラ ドル

Reinhorn

石毛 ・ラ ドル

Halliday

Shorto

石毛 ・ラ ドル

阪本

「酸い魚Jと い う意味の系

som pa 

 stSmpaa 

pa som 
nga  e  in

Laotian

Laotian

Thai(東 北)

Burmese

ナレズシ

ナレズシ

ナレズシ

ナレズシ

ラオス

ラオス

東北 タイ

ピルマ

石毛 ・ラ ドル

Reinhorn

石毛 ・ラ ドル

大野
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で,そ れ がタ イ,カ ンボ ジアで借用 された とみなす こ とがで きる(表1参 照)。

3.PLA-RA系

　 タイ語で塩辛 をplaa-raaと よ ぶが,　plaaは タ イ語 と同系 の ラオス語で はpaa「 魚 」

で ある。 したがって,こ の系列 は魚 ということばに他 の修飾語を くわえて塩辛を しめ

す ものである。Plaa-raaの 。raaは ラオス語 のhaaと 対 応 するが,　raa,　haaの 意味

は現在で は不 明で ある。paa　 dbbkのdbbkは 「詰めこ む」で,塩 辛つ くりの さい,

魚 をカメに詰 め こむ ことにもとつ くものであ ろう。 また,paa　 cううmのc5>mは 「塩

に漬 ける」 とい う意味で ある(表1参 照)。

4.　 MAM系

　mamは ベ トナム語でナレズシもふ くめた魚の発酵製品を総称することばで,こ の

語と原料の種類その他を しめす語 とを合成 して,そ れぞれの種類の魚醤をよんでいる。

カンボジァ,東 北タイでMAM系 のことばがみ られるが,そ れはベ トナム語からの借

用であろう(表1参 照)。

5.　 「魚 の水 」 とい う意 味の 系

　「魚」(原 料 が小 エビの場合は 「小 エ ビ」)と いうこ とばに 「水」(あ るいは 「液体」)

とい うこ とばを合成 して,「 魚(小 エビ)の 水(液 体)」 とい うことばに して,魚 醤油

(小 エ ビ醤油)を あ らわす例で ある。 上例 では,音 韻 の共通性か らグル ープわけを し

てきたの にた い して,こ れは意味内容 の共通性で の分類 なので,す で に とりあつか っ

た語が重複 して いる例 もあげ られてい ることは表1に みる とお りで ある。

　 この系列の ことばの起 源 には借 用関係 を検討 してみる必要 がある。タ イにおけ る魚

醤油製造 の創始者で ある潮州 人の子孫 か らきいた話 によ ると,1922年 頃,最 初 に市販

された魚醤油 には潮州の魚醤 油の名称 とおな じ魚露 とい う名称 が付 されて いた とい う。

露 ということばは液体 という意 味 ももつので 「魚 の液体」 という意味であ る。 のちに,

お な じ意味をタ イ語 であ らわすnam-plaaに 改 称 し,そ れが タイで の魚醤油 の名称

と して定着 す るにいた った とい う。 この頃すで にタ イの沿岸部ではベ トナム商人 が船

で はこんで くる魚醤油があ り,と うぜん,そ の名称で あるnu6cm義mと い うよび

かたも一部のタ イ人 には知 られていたはずで ある[石 毛 ・ラ ドル　 1987:268]。 も し,

創業者 の 子孫 の証 言がただ しいな らば,お な じ意味をあ らわす ことばであ って も,

nam-plaaは ベ トナムで はな く,中 国に起 源を もつ ことばであ るとい うことにな る。
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　カンボジアとビルマのこの系統のことばの起源については,あ きらかにすることの

できる資料をもたない。両国ともに魚醤油の工場生産がはじまるのは1940年 代以後で

あるが,そ れ以前か ら自家製の塩辛から得 られる液体を表1に あげたことばで使用 し

ていたものか。

6.　 「塩辛類 の水」 とい う意味の系

　 「塩辛」(小 エ ビ塩辛 ペース ト)と 「水」(液 体)と い うこ とばを合成 して,「 塩辛

汁」,あ るいは 「魚(小 エ ビ)醤 油」 を しめす ことばと した ものであ る。 タイの場合,

自家製 の塩辛の浸 出液を調味料 にもちいる伝統 的なものを 「塩辛汁」 に相当す ること

ばで よび,さ きにあげ たnam-plaaは 工 場生産 され る魚醤油を しめす ように,こ とば

のつか いわ けがみ られ る。

7.　 「酸 い魚」 とい う意 味 の系

　 ナ レズ シは乳酸発酵を して いるので酸 っぱい味がする。 そ こで,s6m,　 cin「 酸 い」

とい う語 とpaa,　 nga「 魚 」 という語を合成 し,「 酸 い魚」 という意味でナ レズ シを表

現 しているグル ープであ る。

皿.東 南 ア ジ ア半 島部 ・島嶼 部 　 オ ー ス トロネ シ ア語族

　 1.BACAN系

　 小 エビ塩辛ペ ース トをbe1acan,　 balacan,　 bacanな ど とよぶ 地帯 がマ レー半 島部

か らスマ トラ,ボ ルネオ,ス ラウェシ,マ ドゥラ,テ ル ナテの各島 にか けて分布 す る。

この グル ープをBACAN系 と して お く(表2参 照)。

　 伝統的 に小 エビ塩辛ペ ース トを製造,消 費 する中心地域 はマ レー半島部,ス マ トラ

島,ジ ャワ島 とその周辺であ る[石 毛 ・ラ ドル　 1987:286-290,294-297]。 そ こで,

この伝統的製造 ・消費地帯の外側 にあたるボル ネオ,ス ラウェシ,テ ル ナテの各 島で

は交易 によって この食 品とと もに名称 が発生 した り,あ るいは 中心地帯か ら製法 とい

っ しょに食品名 も伝わ ったのであろ う。 た とえば,ブ ギス語 にbalacengが あ るのは,

航 海民族 と して ジャワ,マ レー半島方面 との交流 を伝統 的におこな って いた ブギス族

の こ とだか らであ り,テ ルナテ島では小 エ ビ塩辛 ペース トの製造を おこな い,そ れを

baracangと よぶが,テ ル ナテ島が香料貿易 の中心地で あ り,マ レー方面 との歴史的

交流関係があ った ことで,こ の飛び地 状の分布 を説 明す るこ とがで きる。
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　 この系統 の ことばは原 ヘスペ ロネシア語 形*bacanを 原 形 とす るもの とかんがえ ら

れるが,モ ケ ン,ガ ヨ,マ ドゥラの各語 のほかは派生形 とな っている。 この ことばが

伝播 してい った とき,す でに現在で は機能 が不 明の接 中辞 一〇1・をふ くむ*b-ol-acan

の か たちが成立 していたた めであ ろう。

2.　 KASAM系

　 このグループの ことば もマ レー半 島 部 か ら出 発 す る が,そ の伝 播 経 路 は さきの

BACAN系 の ことば と相補 的な分布をみせ る点が注 目され る。すなわ ち,　BACAN系 の

北側で ボル ネオか らスラウェシ北部,サ ンギルか らフ ィ リピンにおよんで いる。その

意味す る内容 は,塩 辛類,小 エビ塩辛ペ ース ト,ナ レズ シと各地で ことなって いる。

おそ らくは,最 初 は魚 の発酵製品類一般 を しめす名称で あ った ものが,各 地で特定の

食 品をさす ことば とな ったもので あろう。マ レー語 ではb6kasamが 塩 漬 けに した魚

の ことであ り,小 エ ビ塩辛ペース トのb61acanと 意 味的 対立関係 がみ とめ られ る。

ボルネオ島のイバ ン族 ではb61acanが 小 エ ビ塩辛ペ ース トであ ることはマ レー語 と

おな じであるが,kasam,　 k6kasam,　 P6kasamは ナ レズ シを しめす ことば とな ってい

る(表2参 照)。 一般的傾向 と して各言語 で*kasamを 語 根 とす る派生語 とな ってい

る場合がおおい。

3.BUDU系

　 マ レー半島北部のbuduは 魚 肉もす りこんでつ くった コロイ ド状の魚醤油 の一種で

あ り,お な じものを タ イ南部のイス ラム 系食品 で もbu-duと い う。 フ ィ リピンでは

b丘ro,　b6ro,　 bUruと い うことばで魚 やマ ンゴーを塩漬 けに した 保存食 品やナ レズ シ

を よび,ま た,burong　 isda?(isda?は 「魚」の こと)と ナ レズ シの ことをい う。 こ

れ らは音韻対応的 に原ヘスペ ロネ シア語形*buduに 由来す るおな じ語源の ことばで

ある(表2参 照)。

4.TERASI系

　小 エビ塩辛ペ ース トをTERAsl系 の ことば,す なわ ちt6rasiと よぶの はジャワ文化

に特有で,ジ ャワ人の移住 と拡大 とともに西 ジ ャワのス ンダ地方か らジャワ島のぞ と

にもその分布 圏をひろげてい った もの とかん がえ られ る。マ ドゥラ島や,ジ ャワ東部

のマ ドゥラ人の入殖 地 にはBACAN系 の こ とばがの こって いることは,　TERASI系 の こ

とばの普及以前に,ジ ャワ島にもBACAN系 の こ とばがあ ったであろ うことを推定 さ
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表2東 南アジア半島部 ・島嶼部(オ ース トロネシア語族)の 魚醤とナレズシの名称
曳

名 称 言語名 製品の種類 地 域 出 典

BACAN系

 belacan 

baracang 
belacan 
blacan,  l'embacan 
blacan,  l'embacan 

balacan 
 belacan 

blasan 
balaceng 

balacang 

bacan 
acan 
balac'aun

Malay 

Malay 
 Karo.Batak 
Acehnese 
Gayo 

Minangkabau 
Iban (Sea Dayak) 

 Ngaju.Dayak 
Bugis 

 Mandarese 
Moken 

 Madurese 
Burmese

小エビ塩辛ペース ト

小工ビ塩辛ペース ト

小エビ塩辛ペース ト

小エビ塩辛ペース ト

小エビ塩辛ペース ト

小エビ塩辛ペース ト

小エビ塩辛ペース ト

小エビ塩辛ペース ト

小エビ塩辛ペース ト

小エビ塩辛ペース ト

小エビ塩辛ペース ト

小工ピ塩辛ペース ト

干 しエビ製ふ りかけ

マレー半島

テルナテ島

スマ トラ島

スマ トラ島

スマ トラ島

スマ トラ島

ボルネオ島

ボルネオ島

スラウェシ島

スラウェシ島

マ レー半島西岸の漂海民

マ ドゥラ島

ピルマ

石 毛 ・ラ ドル

吉 田

Neumann

Hoesein

Hazeu

Thaib

Scott,Rlchards

Hardeland

M,Ide

AbdulM,

Lewis

Penninga

原 田 ・大 野

KASAM系

 b6kasam,  p4Itasam, pakasam 

pakasam 

pakasam 

kasam,  kkasam,  peltasam 

 be'kasem 

bakasam 

wakasang 

bakasang

Malay 
Banjar 
Tagalog 

Iban (Sea  Dayakj 

Javanese 
Menado 
Tontemboan 

Sangir

塩辛

小エ ビ塩辛ペース ト

小エ ビのナレズシ

ナレズシ

ナレズシ

カツオ内蔵塩辛

小エ ビ塩辛ペース ト

小 エビ壇辛ペース ト

マ レー半島

ボルネオ島

ル ソン島

ボルネオ島

ジャワ島中部

ス ラウェシ島

ス ラウェシ島

ス ラウェシ島

Wilkinson

AbdulD,

Panganiban

Scott,Richards

Jansz

石毛 ・ラ ドル

Schwarz

Steller

BUDU系

budu 

budu 
buduq, budu' 

 biro 
 biro 
 biro 

 bum 
 burn 

 biro 
 bOro 

 baru 
 burg 
burong  isda2 

burong  silt

Malay 

Angkola 
Iban (Sea Dayak)
Tagalog 

Hiligaynon 

Ilokano 

Sambales 

Cebuano 

Pampangan 

Bikol 

Pampangan 

Pangasinan 

Tagalog 

Pangasinan

魚醤油

干した海水魚の種

塩漬けにした(魚等の)保存食

塩漬けにした(魚等の)保存食

塩漬けにした(魚等の)保存食

塩漬けにした(魚等の)保存食

塩漬けにした(魚等の)保存食

塩漬けにした(魚等の)保存食

ナレズシ

塩漬けにした(魚等の)保存食

塩漬けにした(魚等の)保存食

塩漬けにした(魚等の)保存食

ナレズシ

ナレズシ

マ レー半島北部

スマ トラ島

ボルネオ島

ル ソン島

パナイ島 ・ネグロス島西部

ル ソン島

ル ソン島

セブ島

ル ソン島

ル ソン島

ル ソン島

ル ソン島

ル ソン島

ル ソン島

Wilkinson

Ahmad

Scott,Richards

Lopez,Panganiban

Lopez,Panganiban

Lopez,Panganiban

Lopez

Panganiban

Lopez

Lopez,Panganiban

Lopez

Panganiban

石毛 ・ラ ドル

石 毛 ・ラ ドル

TERASI系

tarasi 

trasi 

tarasi 

terasi 

tarasi 

tarasi 

tarasi 

tarasi 

tarasi

Minangkabau 

Javanese 
Sundanese 

Sasak 
Ngaju=Dayak 
Makasarese 

Bugis 
Gorontalo 
Mandarese

小エビ塩辛ペース ト

小エビ堰辛ペース ト

小エビ堪辛ペース ト

小工ビ塩辛ペース ト

小エビ塩辛ペース ト

小工ピ塩辛ペース ト

小エビ塩辛ペース ト

小エビ塩辛ペース ト

小エビ塩辛ペース ト

スマ トラ島

ジャワ島

ジャワ島

ロムボク島

ボルネオ島

スラウェシ島

スラウェシ島

スラウ ェシ島

スラウェシ島

Thaib 

Jansz 
Coolsma 
Nazir 
 Hardeland 

Cense 
M. Ide 

Mansoer 
Abdul M.

PETIs系

 petes 

patis 

patis 

 patis 

patis 

patis 

 patis 

 patis 

 petis

Banjar 

Tagalog 
Pampangan 
Bikol 

Hiligaynon 
Ilokano 

Cebuano 

 SamarLeyte  Mayan 
Javanese

魚、エ ビの濃縮煮汁

魚醤油、小エビ醤油

魚醤油、小エビ醤油

魚醤油、小エビ醤油

魚醤油、小エビ醤油

魚醤油、小エビ醤油

魚醤油、小エビ醤油

魚醤油、小エビ醤油

魚、エビの濃縮煮汁

ボルネオ島

ル ソン島

ル ソン島

ル ソン島

パナイ島 ・ネグロス島西部

ル ソン島

セブ島

サマール島 ・レイテ島

ジャワ島

AbdulD.

Panganiban

Panganiban

Panganiban

Panganiban

Panganiban

Panganiban

Panganiban

石 毛 ・ラ ドル
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 Otis 
 pelis 

 Otis 
 'Ares

Malay 

Sundanese 

Balinese 

Madurese

魚、エビの濃縮煮汁

植物性調味料の一種

魚、エビの濃縮煮汁

魚、エビの濃縮煮汁

マ レー半島

ジヤワ島

バ リ島

マ ドゥラ島

石毛 ・ラ ドル

Coolsma 

Balai 

Penninga

MASIN系

 masin 

masin 

 msin 

 is mu'sin 

 is mo'sin

Javanese 
Malay 
Rade 

Cham 
Giarai

ナレズシ

ナレズシ

塩辛い(形 容詞)

魚醤油

魚醤油

ジャワ島中部

マ レー半島

ペ トナム

ベ トナム

ベ トナム

石毛 ・ラ ドル

石毛 ・ラ ドル

新谷

Moussay 

Romah

BAGOONG系

 bagoong 

bagoong 

 bagbong 

 buggbong 

 bag6ng 

 bagong 

 bagong 

 bagfik 

 fagoong 

 bagon

Tagalog 

Pangasinan 

Palawan 

Ilocano 

Ibanag 

Sulu 

 Itawis 

Pampangan 

Bontok 

Ivatan

塩辛

塩辛

塩辛

塩辛

塩辛

塩辛

塩辛

塩辛

塩辛

塩辛

ル ソン島

ル ソン島

バ ラワン島

ル ソン島

ル ソン島

スールー諸島

ル ソン島

ル ソン島

ル ソン島

バ タン諸島

Lopez 

Lopez 

Lopez 

Lopez 

Lopez 

Lopez 

Lopez 

Lopez, 

Lopez 

Lopez

Panganiban

G夏NAMOS系

ginamos 

 ginam6s 

 ginamos 

 ginamos

Cebuano 

Hiligaynon 

 SamarLeyte  Mayan 

 Hiligaynon

塩辛

塩辛

塩辛

小エビ塩辛ペース ト

セブ島

パナイ島 ・ネグロス島西部

サマール島 ・レイテ島

パナ イ島 ・ネグロス島西部

Panganiban 

Panganiban 

Panganiban

石毛 ・ラ ドル

CiNCAωK系

calok,  cencalok, 
 Oncalok,  mencalok

Malay 小エビナ レズシ マレー半島
Wilkinson

その他

tobah 

cao  (r1,111Z11) 
 kecap  ikan 

dinailan 
sera

Land Dayak 

Makasarese 

Malay 

Bikol 

Balinese

ナレズシ

魚の内蔵の塩辛

魚醤油

小エビ塩辛ペース ト

小エビ塩辛ペース ト

ボルネオ島

スラウェシ島

マレー半島・ジャワ島・ボルネオ島

ル ソン島

バ リ島

松原

石毛 ・ラ ドル

石毛 ・ラ ドル

石毛 ・ラ ドル

Balai

せ る(表2参 照)。

5 PETIS系

　マ レー語,ジ ャワ語 でp6tisと い うのは魚 やエ ビに水を くわ え,長 時間煮つ めて濃

縮 した エキスで,わ が国の鹿児 島のセ ンジとおな じ食品で ある。 いっぽ う,フ ィ リピ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ

ンのpatisは 魚 醤油 のこ とで あるが,原 ヘスペロネ シア語形*petlsが 共 通 の起 源で

ある。発酵食品 と非発酵食 品の ちがいはあるが,両 方 とも,魚 を原料 と してつ くった

調味食品 としての用途は共通 して いる。

り6 MASIN系

　 *m-asin「 塩 か らい」 は原 オ ース トロネ シア語*asin「 塩 水,塩 」 と形 容 詞 化の接

頭辞*ma・ の 派生語で,魚 醤 には高濃度の塩分 がふ くまれ ることにもとつ く味覚 面か
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らつ くられた語彙 であ る。 ジャワ,マ レーでmasinが ナ レズ シを意味す るの にたい

して,イ ン ドシナ半島のオ ース トロネ シア語族 の民族で あるチャム族,ジ ャライ族 で

は魚醤油をia　 mu'sin,　 ia　mo'sin「 塩 か らい水」 とよぶ点が地域的特色 と して注 目さ

れ る(表2参 照)。 ことにイ ン ドシナ半島 のオース トロネ シア語族 にはMASIN系 の こ

とば しかみ いだせ ない ことは,オ ース トロネ シア語族 におけ る魚 醤文化の成 立が,原

オ ース トロネ シァ民族 にまで さかのぼるもので はな いことを ものがた る。

7.BAGOONG系

　このことばの分布はフィリピンに限定されていて,ス ールー諸島からバタン諸島に

かけほぼ全域で塩辛類をしめす。

8,　 GINAMOS系

　 これは フィ リピンの ピサヤ諸島 におけるこ とばであ るが,セ ブ島では塩辛 の総称で

あ り,パ ナイ島 とネグ ロス諸島西部で は小 エビ塩辛ペ ース トの こととされる(表2参

照)。

g.CINCALOK系

　小 エ ビのナ レズ シをさす ことばであ り,こ の食品がつ くられ るのはマ レー半 島のペ

ナ ンとマ ラッカ に限定 される。語形 か らは*calukが 祖 形 と してかんがえ られ る。 た

だ し,中 国の13～14世 紀 の文献 に清涼鍛酢 と記載 されてい るエ ビを原料 とするナ レズ

シの製法 がcinchalokと ま った く同一であ り,清 涼の南方 音,そ れぞれts`in(客 家),

1iong(客 家)[高 本 漢　 1940:632,645]が 民 間語 源的に解釈 されてcalokと な った

可能 性 もあ る。 中国起源 の ことばと してかんがえ るさいには,清 涼滴蝦 の蝦 が省略 さ

れて清涼漉 に語源 を もとめるべ きか も しれない。濾 とは塩漬 けにする とい う意味で あ

る。 ペナ ンとマ ラッカは,歴 史的 にマ レー半島 にお ける中国人の コロニーで あったこ

とも,中 国語 によ る再解釈で ある可能性を否定 しきれない(表2参 照)。

10.そ の 他

　表2の 「その他」の欄の語彙は,い まのところ他地域に同系のことばをみいだして

なく,グ ループとしてのまとまりをもたないものを並べてある(表2参 照)。
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IV。 魚醤 とナ レズ シの 名称 と伝播

　魚醤,ナ レズシがいつ,ど こに起源 し,ど のように東アジァ,東 南アジアに伝播 し

ていったのかを立証することは困難である。魚醤やナレズシそのものは考古学的遺物

としてのこりづらいし,文 献資料にも記されることがす くないためである。また,そ

れ らが一つの場所 に起源して,各 地に伝播 したか,ど うかもうたがわ しい。魚,塩,

飯という3要 素がそろわな くては成立しないナレズシを製造する技術は一元的起源で

ある可能性がたかいが,魚 と塩さえあればつくることのできる魚醤は多元的起源のも

のであるかもしれない。

　魚醤とナレズシの起源と伝播に関する総合的な仮説は次論文に執筆する予定である

が,こ こでは,い ままでのべてきた名称の整理をかねて,こ とばの分布 とその層序関

係について,以 下で考察する。

1.　 東 ア ジ ア

　日本,中 国,朝 鮮半島ではそれぞれまったくことなる名称を使用 しており,名 称相

互間の関係はみとめられない。ということは,こ れらの食品のおおくが,東 アジアに

おいてはふるい歴史をもつものであることをものがた っている。

　ただ し,そ れぞれの名称を表記する場合,醢,酢,鮨,魚 醤,鰹 鍛 といったような

漢字を使用 している。このさい,醢 と魚醤 についてはおなじ漢字を使用しながら,中

国での文字が しめすものと,日 本,朝 鮮半島のおなじ文字で表現するものとのあいだ

にずれが生じている。すなわち,中 国の歴史的料理書類でわかる醢と魚醤は魚,コ ウ

ジ,酒,香 辛料を混ぜて発酵 した食品である[石 毛　1986:35-39]。 日本の 『延喜式』

の時代における醢の文字で しめされた食品は,あ るいは中国とおなじ製法のものであ

ったかもしれない可能性をもつが,後 代になると,日 本,朝 鮮半島の醢や魚醤 と記す

食品は,塩 と魚だけを原料とする単純な塩辛をさす文字として使用されているのであ

る[石 毛　1986:12-14,35-39]。

　朝鮮半島には16世紀にはナレズシをあらわすシッへという名称がなかったらしく,

またナレズシを表現する漢字と,そ れらの漢字で意味する食品の種類についての混乱

がみとめられることは,朝 鮮半島におけるナレズシの導入があたらしいものであるこ

とをしめしている可能性がたかい。
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2.　 東 南 ア ジア大 陸部 非 オ ース トロネ シア諸 語

　 タ イ語,ビ ルマ語をはなす民族 が侵入 す る以前 の,イ ン ドシナ半島 における主要 民

族 はオース トロア ジア系 のモ ン ・クメール語,チ ャム語,ベ トナム語 をはなす民族 で

あった と推定 され る。オ ース トロネ シア語族で あるチャム語 につ いてはつぎの節 での

べ るこ とにす る。

　 ベ トナムではMAM系 の ことばで魚醤 とナレズ シをあ らわ してい る。 これが,の ち

にカ ンボ ジア,タ イにおける名称 の一部 にも影響 をあたえて いる。

　 PRAHOG系 の こ とばが クメール語 とモ ン語 に共通 す る。 これ がイ ン ドシナ半島の古

層 における魚 の 発酵製品を しめす ことばであ り,ク メール語 で ナ レズ シをあ らわす

phaakも 同系 の ことばで あろ う。

　 後 にな って,メ コン,チ ャオプ ラヤ川 流域 にはい ってきた タイ系 の 民族がpla-ra

系 の ことばを使 用 し,い っぽ うモ ン族 の地帯 に侵入 したビルマ族 がNGAPI系 の こと

ばで魚醤 を表現 し,そ れが転 じたKAPI系 が小 エ ビ塩辛ペ ース トを特定す ることば と

してタイ,カ ンボ ジァ において も使用 され るよ うになったのであ る。

3.東 南 ア ジア半 島部 ・島嶼 部

　 さ きに*印 を付 した語彙の再構成は,こ れ まで,0,デ ム プウォル フや その他 のオ

ース トロネ シア語の比較研究者 た ちも試 みなか った もので ある
。かれ らは この ような

魚の発酵製品 にかんす ることばが,文 化比較 のための民俗語彙 として有用で あるこ と

に気がつかなか ったか らであ ろう。

　 この うち,PETIS系,　 BUDU系,　 BACAN系,　 KASAM系 の語彙 は,そ の分布圏 が原 ヘ

スペ ロネ シア語族 の拡散 とも関係 する と推定 され る。

　 まず,PETIS系 とBUDU系 の 分布 がマ レー半 島か らフィ リピンまでほぼヘスペ ロネ

シア語域 をおおいつ くしてみ られる ことは,こ の ことばの起 源のふ るさを ものがた る。

それは,ス ンダ語 では後来 の ジャワ語系 のtaraSlに よ って,　petlsが 魚 やエ ビを煮 つ

めてエ ッセ ンス状に した濃縮煮汁や小 エビ塩辛ペ ース トを利用 してつ くる一種 の調 味

料をあ らわすよ うな,意 味変化 を している点 か らもいえ る。BUDU系 は ヘスペ ロネ シ

ア語 派の中間地帯 では抜 けおちるが(そ れで もイバ ン語 ではまだ この ことばを とどめ

る),や は りマ レー半 島か らフ ィ リピンにまで ひろが り,PETIS系 とセ ッ トにな って ほ

ぼおな じ時期 にひろまったこ とがわか る。*petisが 食 品 としての魚醤油 をあ らわ した

のにたい し,*buduは 食 品化のための過程の 「漬 け る,保 存 する」 を意味 したで あ
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ろう。 この*petis,*buduの 分 布を押 しのけ るよ うに して,あ た ら しく開発 された

発酵製 品で ある小 エ ビ塩辛 ペース トあ るいはナ レズ シがその技術 とともにあ らたに拡

散 してい ったので あ る。

　すなわ ち,BACAN系 はマ レーか らスマ トラ,ジ ャワ,マ ドゥラの各 島に第一次 の

分布 を したで あろ う。 ボル ネオ,ス ラウェシ,テ ルナテな どの各 島 にもBACAN系 の

ことばがあ るが,こ れ らの地域 は伝統的な魚醤 の分布圏の外側 に位置 し,飛 び地状 の

分布を して いることを考慮 にいれ る とき,の ちに第一次分布圏か ら二次的 に伝播 した

もの とみ なす ことがで きよう。

　 しか し,フ ィ リピンにはBACAN系,　 KASAM系 の ことばはお よばなか ったが,そ の

食 品につ いては,既 存 のburoを 活 用 しburong　 isdゑ?の よ うな複合語的表現をす る

ことによって区別 して いる。 な お,タ ガ ログ語 のpakasamは フ ィ リピンにおいてタ

ガログ語 に しか報告例 がな い。あた ら しい借 用語 とみなすべ きで あろ う。

　 フ ィリピンで は魚醤,ナ レズ シを しめす ことばに二次形 すなわち転用形 による名称

がおおい。 このこ とは,マ レー ・イン ドネ シア世界 との交 流が断絶 した後,フ ィリピ

ンで魚 の発酵製品 が発達 し,そ の名称 も独立的 に発生 した ことを しめす もので あろ う。

　 もっともふるい段階 に位 置づ け られ そうなのがMASIN系 の ことばであ る。マ レー半

島,ジ ャワ島で はナ レズ シを意味 し,イ ン ドシナ半島のチ ャム族 は この ことばで魚醤

油をあ らわすが,masinの 「塩辛 い」 という原義か ら塩味のつ よいこれ らの食 晶を

あ らわす ことば に転 用された もので あろ う。

　 また比較的あた ら しいTERASI系 の こ とばは,ジ ャワ島を 中心 と した分布 を してい

るが,こ の ことは,13世 紀 末 か ら16世 紀初頭 にかけて ジャワ島で栄えたマ ジャパ ヒ ト

王朝の勢力下でBACAN系 の ことばは駆逐 され,　TERASI系 に置 き換え られて いった こ

とを意味す るものであ る。

　 その他の例のなかでは,バ リ語 のseraが 意 味変化の うえで興味ぶかい。この ことば

はマ ラガ シー語sira「 塩 」,ト ババタ ック語siraも 「塩 」な どと対応 す る。　A.ピ ガ フ

ェ ッタが1521年,テ ィ ドレ島で採録 したsiraも 「塩」 の意味で ある。 現在,フ ィ リ

ピンではタガ ログ語(古 語)にsilゑ?が 「おかず」の意味で残 る。　 しか し,台 湾では

ア ミ語 にcinah「 塩 」がみ いだせ る。 この ことばは原 ヘスペロネ シア語 のなかで も非

常 にふるい層 に属す ることが,そ の分布 か らもあ きらかであるが(デ ムプウォル フの

再構 形では*sira[h]),バ リ島では味つけ用の塩 が塩辛 ペース トによって置 き換え ら

れた ことをものがたる。
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